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１　

は
じ
め
に

⑴　

刑
事
政
策
と
司
法
試
験

刑
事
政
策
は
、
昭
和
二
四
年
よ
り
、
法
律
選
択
科
目
の
一
つ
と
し
て
司
法
試
験
科
目
と
さ
れ
た
。
平
成
一
二
年
に
法
律
選
択
科
目
の

廃
止
に
伴
い
（
平
成
一
〇
年
法
律
第
四
八
号
）、
刑
事
政
策
は
司
法
試
験
科
目
か
ら
姿
を
消
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
一
八
年
か
ら
、
法

科
大
学
院
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
い
わ
ゆ
る
新
司
法
試
験
（
以
下
「
司
法
試
験
」
と
い
う
。）
が
導
入
さ
れ
た
。
司
法
試
験
の
試
験
科

目
と
し
て
「
専
門
的
な
法
律
の
分
野
に
関
す
る
科
目
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
科
目
」（
以
下
「
選
択
科
目
」
と
い
う
。）
が
採
用
さ

れ
た
（
司
法
試
験
法
三
条
二
項
四
号
）。
司
法
試
験
法
施
行
規
則
第
一
条
で
、
選
択
科
目
に
は
、
倒
産
法
（
一
号
）、
租
税
法
（
二
号
）、

経
済
法
（
三
号
）、
知
的
財
産
法
（
四
号
）、
労
働
法
（
五
号
）、
環
境
法
（
六
号
）、
国
際
関
係
法
（
公
法
系
）（
七
号
）、
国
際
関
係
法

（
私
法
系
）（
八
号
）、
が
あ
る
（
平
成
一
七
年
法
務
省
令
第
八
四
号
）。
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こ
れ
ら
の
中
で
、
倒
産
法
、
労
働
法
、
国
際
関
係
法
（
公
法
系
）、
国
際
関
係
法
（
私
法
系
）
は
旧
司
法
試
験
の
法
律
選
択
科
目
で

あ
り
、
司
法
試
験
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
旧
司
法
試
験
の
際
に
法
律
選
択
科
目
だ
っ
た
も
の
は
、
ほ
ぼ
法
律
選
択
科
目
と
し
て
採
用

さ
れ
た
が
、
唯
一
、
刑
事
政
策
の
み
は
選
択
科
目
か
ら
除
外
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

⑵　

刑
事
政
策
と
法
科
大
学
院

法
科
大
学
院
で
は
、
司
法
試
験
科
目
以
外
の
科
目
も
、
学
ぶ
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
刑
事
政
策
も
、
多
く
の
法
科
大
学
院
で
は

展
開
・
先
端
科
目
等
と
し
て
設
置
さ
れ
学
ぶ
機
会
は
与
え
ら
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
近
年
の
司
法
試
験
は
合
格
率
が
低
迷
し
、
例
え
ば
二
〇
一
六
年
の
司
法
試
験
の
合
格
率
は
二
二
・
九
五
％
で
あ
っ
た
。

法
科
大
学
院
発
足
時
に
は
七
割
か
ら
八
割
の
受
験
生
が
合
格
す
る
と
言
わ
れ
た
司
法
試
験
は
、
現
在
で
は
合
格
す
る
こ
と
自
体
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
法
科
大
学
院
生
の
関
心
は
自
然
と
司
法
試
験
科
目
の
勉
強
に
集
ま
り
、
刑
事
政
策
な
ど
の
試
験
科
目
以

外
に
関
心
を
向
け
に
く
い
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
刑
事
政
策
は
発
展
・
選
択
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
司
法
試
験
ま
で
約
一
年

に
迫
っ
た
法
科
大
学
院
三
年
次
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
基
本
的
な
法
律
科
目
を
一
、二
年
次
に
学
び
、
法
律
の
理
解
が
進

ん
だ
三
年
次
に
刑
事
政
策
を
学
ぶ
、
と
い
う
考
え
自
体
は
、
理
解
し
う
る
。
し
か
し
、
た
だ
で
さ
え
も
、
司
法
試
験
科
目
の
勉
強
に
ウ

エ
イ
ト
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
必
ず
し
も
履
修
者
が
多
く
な
い
上
に
、
法
科
大
学
院
生
が
刑
事
政
策
を
学
ぶ
時
期
が
、
司
法
試
験

ま
で
約
一
年
を
切
っ
た
時
期
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
仮
に
刑
事
政
策
の
授
業
を
履
修
し
た
と
し
て
も
、
法
科

大
学
院
生
が
腰
を
据
え
て
刑
事
政
策
を
学
ぶ
こ
と
が
難
し
い
。
司
法
試
験
科
目
か
ら
刑
事
政
策
が
除
外
さ
れ
た
こ
と
の
影
響
は
極
め
て

大
き
く
、
多
く
の
者
が
刑
事
政
策
の
知
識
を
十
分
に
身
に
付
け
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、
法
曹
と
な
る
現
実
が
あ
る
。

他
方
で
、
刑
事
政
策
の
法
曹
と
し
て
の
重
要
性
は
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。
法
曹
三
者
の
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
、
刑
事
政
策
は
極
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め
て
重
要
で
あ
り
、
多
く
の
法
曹
が
、
何
ら
か
の
形
で
、
刑
事
政
策
の
理
解
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、
裁
判
員
裁
判
が
始
ま
り
裁
判
員

が
矯
正
さ
ら
に
は
保
護
に
も
関
心
を
示
す
こ
と
が
多
く
、
一
層
、
法
曹
三
者
に
刑
事
政
策
の
理
解
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、

法
曹
に
と
っ
て
、
刑
事
政
策
を
理
解
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
法
曹
と
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
現
在
、
法
曹
養
成
課
程
の
中
の
ど
こ
で
刑
事
政
策
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
刑
事
政
策
が
法
曹
三
者
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
重
要
性
は
他
の
選
択
科
目
に
勝
る
と
も
劣
ら

な
い
。
と
す
れ
ば
、
刑
事
政
策
を
早
急
に
法
律
科
目
に
す
る
べ
き
と
強
く
考
え
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
現
状
を
踏
ま
え
る
と
す
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

法
科
大
学
院
構
想
が
打
ち
立
て
ら
れ
て
以
来
、
法
曹
教
育
は
、
法
科
大
学
院
か
ら
司
法
修
習
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
教
育
の
重
要

性
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
文
部
科
学
省
は
、「
司
法
が
二
一
世
紀
の
我
が
国
社
会
で
期
待
さ
れ
る
役
割
を
十
全
に
果
た
す
た

め
の
人
的
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
司
法
試
験
と
い
う
「
点
」
の
み
に
よ
る
選
抜
で
は
な
く
、
法
学
教
育
、
司
法
試
験
、
司
法
修

習
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
た
「
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
の
法
曹
養
成
制
度
を
新
た
に
整
備
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な

プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
と
、
法
科
大
学
院
で
必
ず
し
も
十
分
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
刑
事
政
策
を
学
ぶ
機
会
と
し
て

司
法
修
習
が
考
え
ら
れ
る
。
有
機
的
に
関
連
さ
せ
た
プ
ロ
セ
ス
の
法
曹
養
成
を
す
る
た
め
に
も
、
司
法
修
習
に
お
い
て
一
定
の
刑
事
政

策
教
育
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
来
は
刑
事
政
策
は
司
法
試
験
科
目
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
検
討
は
別

の
機
会
に
譲
り
た
い
。
本
稿
は
あ
く
ま
で
も
、
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
検
討
を
し
た
。

⑶　

刑
事
政
策
と
司
法
修
習

⑴
及
び
⑵
で
述
べ
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
現
時
点
で
は
、
司
法
修
習
に
お
け
る
刑
事
政
策
の
教
育
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
本
稿
で
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は
こ
の
点
を
中
心
に
述
べ
て
い
く
。

「
司
法
修
習
は
、
法
科
大
学
院
で
学
ん
だ
法
理
論
教
育
及
び
実
務
の
基
礎
的
素
養
を
前
提
と
し
て
、
法
律
実
務
に
関
す
る
汎
用
的
な

知
識
や
技
法
と
、
高
い
職
業
意
識
や
倫
理
観
を
備
え
た
法
曹
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
い
る
。
司
法
修
習
の
主
眼
は
、
①
事

実
調
査
能
力
、
②
法
的
分
析
能
力
、
③
事
実
認
定
能
力
、
④
表
現
能
力
、
そ
し
て
⑤
問
題
解
決
能
力
の
習
得
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
能
力
を
習
得
す
る
た
め
に
は
「
法
律
実
務
に
関
す
る
汎
用
的
な
知
識
や
技
法
」
の
獲
得
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
中
に
は
様
々
な

知
識
や
技
法
が
含
ま
れ
、
も
ち
ろ
ん
刑
事
政
策
に
関
す
る
そ
れ
ら
も
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
刑
事
政
策
に
関
す
る
知

識
や
技
法
は
、
法
曹
と
し
て
必
要
な
実
践
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
習
得
は
必
須
で
あ
る
と
と
も
に
、
実
務
に
接
し
て
い
る
司
法
修
習

こ
そ
よ
り
効
果
的
に
学
ぶ
こ
と
が
期
待
出
来
る
。

も
っ
と
も
、
司
法
修
習
の
期
間
は
、
現
在
一
年
と
短
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、
様
々

な
事
項
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
、
い
か
に
刑
事
政
策
を
学
ぶ
時
間
を
作
る
か
は
、
一
つ
の
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
、
司
法
修
習
で

は
刑
事
政
策
自
体
を
学
ぶ
時
間
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
司
法
修
習
で
刑
事
政
策
の
知
識
や
技
法
を
得
る
た
め
に
は
、
自
ら
が
刑
事
政

策
に
関
す
る
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
す
る
必
要
が
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
同
じ
修
習
を
経
験
し
て
も
、
刑
事
政
策
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い

な
け
れ
ば
、刑
事
政
策
の
知
識
や
経
験
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。司
法
修
習
で
刑
事
政
策
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
あ
る
か
否
か
に
よ
っ

て
、
司
法
修
習
で
得
ら
れ
る
も
の
が
大
き
く
異
な
る
。

な
お
、
私
自
身
は
、
司
法
修
習
前
に
刑
事
政
策
を
は
じ
め
と
す
る
刑
事
法
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
大
学
で
の
教
鞭
も
と
っ
て
い
た
。

同
時
並
行
し
て
、
法
科
大
学
院
に
通
い
、
司
法
試
験
に
合
格
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
司
法
修
習
中
は
、
刑
事
政
策
の
勉
強
が
で
き
る

機
会
を
ど
ん
欲
に
探
し
な
が
ら
修
習
し
た
。
一
年
の
修
習
を
終
え
て
、
司
法
修
習
中
に
刑
事
政
策
を
学
ぶ
機
会
は
、
か
な
り
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
実
感
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
自
ら
の
経
験
も
踏
ま
え
、
司
法
修
習
中
の
刑
事
政
策
教
育
の
可
能
性
を
考
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え
て
い
き
た
い
。

２　

現
在
の
司
法
修
習
の
流
れ

⑴　

新
司
法
試
験
下
の
司
法
修
習
制
度

司
法
修
習
生
は
、「
司
法
試
験
に
合
格
し
た
者
の
中
か
ら
、
最
高
裁
判
所
が
こ

れ
を
命
ず
る
。」（
裁
判
所
法
六
六
条
一
項
）
と
さ
れ
、「
司
法
修
習
生
は
、
少
な

く
と
も
一
年
間
修
習
を
し
た
後
試
験
に
合
格
し
た
と
き
は
、
司
法
修
習
生
の
修
習

を
終
え
る
」（
六
七
条
一
項
）。
司
法
修
習
を
終
え
る
こ
と
で
、
判
事
補
、
検
察
官

の
任
命
資
格
（
裁
判
所
法
四
三
条
、
検
察
庁
法
一
八
条
一
項
一
号
）、
弁
護
士
の

資
格
（
弁
護
士
法
四
条
）
が
与
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、「
司
法
修
習
生
の
修
習
」
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
制

度
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

司
法
修
習
制
度
は
、
司
法
試
験
導
入
後
か
ら
も
変
遷
を
遂
げ
て
い
る
。
司
法
修

習
制
度
は
、
従
来
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
平
成
二
三
・
二
四

年
の
日
程
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

（平成23年）9月8日 新司法試験合格発表

11月27日 分野別実務修習開始
8か月（各2か月×4分野）

11月27日～1月30日 第1クール

1月31日～3月30日 第2クール

3月31日～5月30日 第3クール

5月31日～7月30日 第4クール

7月31日～9月22日 集合修習（A班   ）

9月23日～11月18日 選択型実務修習（A班）

11月18日～11月26日 考試（二回試験）

12月19日 修習終了
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「
分
野
別
実
務
修
習
」、「
選
択
型
実
務
修
習
」
及
び
「
集
合
修
習
」
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
。

「
分
野
別
実
務
修
習
」
は
、「
全
国
各
地
の
地
方
裁
判
所
、
地
方
検
察
庁
、
弁
護
士
会
と
い
う
実
務
の
第
一
線
に
お
い
て
、
経
験
豊

富
な
実
務
家
の
個
別
的
指
導
の
下
で
、
実
際
の
事
件
の
取
扱
い
を
体
験
的
に
学
ぶ
修
習
（
個
別
修
習
）
が
中
心
と
な
」
り
、「
民
事
裁
判
、

刑
事
裁
判
、
検
察
、
弁
護
の
四
分
野
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
か
月
ず
つ
実
施
さ
れ
」
る
。
前
記
表
で
分
野
別
実
務
修
習
は
、
第
一
ク
ー

ル
か
ら
第
四
ク
ー
ル
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
司
法
修
習
生
は
、
通
常
一
〇
人
程
度
で
一
つ
の
班
が
形
成
さ
れ
、
班
ご
と
に
順
次
四
つ
の

分
野
に
つ
い
て
の
修
習
を
行
う
。
分
野
別
実
務
修
習
が
、
司
法
修
習
の
中
心
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
司
法
修
習
生
は
、
全
国
の
各
地

方
裁
判
所
に
配
属
に
な
り
、
約
八
か
月
を
か
け
て
、
法
曹
三
者
の
仕
事
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
選
択
型
実
務
修
習
」
は
、「
司
法
修
習
生
が
、
分
野
別
実
務
修
習
の
四
分
野
を
一
通
り
修
習
し
た
後
に
、
自
ら
の
進
路
や
興
味
、

関
心
に
応
じ
て
、
主
体
的
に
選
択
、
設
計
す
る
こ
と
に
よ
り
、
分
野
別
実
務
修
習
の
成
果
の
深
化
と
補
完
を
図
り
、
又
は
分
野
別
実
務

修
習
の
過
程
で
は
体
験
で
き
な
い
領
域
に
お
け
る
実
務
修
習
を
す
る
た
め
の
課
程
で
」
あ
り
、「
新
司
法
修
習
に
お
い
て
初
め
て
採
り

入
れ
ら
れ
た
制
度
」
と
さ
れ
る
。
分
野
別
実
務
修
習
の
後
に
行
わ
れ
る
修
習
で
あ
り
、
配
属
先
の
裁
判
所
、
検
察
庁
、
弁
護
士
会
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
す
る
ほ
か
、
全
国
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自
ら
修
習
先
を
開
拓
す
る
自
己
開
拓
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
あ
る
。

「
集
合
修
習
」
は
、「
実
務
修
習
の
体
験
を
補
完
し
て
、
体
系
的
、
汎
用
的
な
実
務
教
育
を
行
い
、
法
律
実
務
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

指
導
す
る
課
程
で
、
司
法
研
修
所
に
お
い
て
二
か
月
間
実
施
さ
れ
」
る
。
司
法
修
習
生
は
、
各
配
属
先
か
ら
埼
玉
県
和
光
市
に
あ
る
司

法
研
修
所
に
集
ま
り
、
約
二
か
月
に
渡
る
修
習
を
受
け
る
。
そ
の
後
に
、
司
法
修
習
考
試
（
以
下
「
二
回
試
験
」。）
を
受
験
し
、
こ
の

試
験
に
合
格
を
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
司
法
修
習
が
終
了
す
る
。
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⑵　

導
入
修
習
に
つ
い
て

平
成
二
六
年
よ
り
、
前
記
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
加
え
て
、
導
入
修
習
が
開
始
さ
れ
た
。
一
二
月
二
日
か
ら
同
月
二
二
日
ま
で
の
約

二
〇
日
間
行
わ
れ
て
い
る
。
導
入
修
習
は
、「
司
法
修
習
の
更
な
る
充
実
方
策
の
一
環
」
で
あ
り
、「
導
入
的
教
育
の
充
実
方
策
」
と
し

て
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
従
来
、
司
法
修
習
は
実
務
修
習
か
ら
始
ま
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
た
（
た
だ
し
、
平
成
一
八
年
に
合
格

し
た
新
六
〇
期
に
つ
い
て
は
、「
導
入
研
修
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。）。
も
っ
と
も
、
実
務
修
習
に
入
る
た
め
の
導
入
的
修
習
が
必
要

と
の
観
点
か
ら
、
導
入
修
習
が
開
始
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
約
二
〇
日
間
の
期
間
中
で
、
五
回
の
即
日
起
案
及
び
そ
の
解
説
が

あ
る
な
ど
、
起
案
を
中
心
と
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

３　

司
法
修
習
で
の
刑
事
政
策
教
育
の
可
能
性

⑴　

は
じ
め
に

以
下
で
は
、
司
法
修
習
の
分
野
別
実
務
修
習
及
び
選
択
型
実
務
修
習
の
各
タ
ー
ム
で
刑
事
政
策
教
育
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、

そ
の
可
能
性
の
検
討
を
し
た
い
。

導
入
修
習
は
、
期
間
が
短
い
た
め
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
自
体
も
タ
イ
ト
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
集
合
修
習
は
、
二
回
試
験
を
直
前

に
控
え
て
お
り
、
刑
事
政
策
教
育
を
す
る
の
に
は
必
ず
し
も
適
し
た
時
期
と
は
思
え
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
導
入
修
習
及
び
集

合
修
習
に
つ
い
て
は
割
愛
し
、
分
野
別
実
務
修
習
及
び
選
択
型
実
務
修
習
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
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⑵　

分
野
別
実
務
修
習

ア　

は
じ
め
に

分
野
別
実
務
修
習
は
、
弁
護
修
習
、
検
察
修
習
、
民
事
裁
判
修
習
及
び
刑
事
裁
判
修
習
に
分
か
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
修
習
の
中
で
民
事
裁
判
修
習
を
除
い
て
は
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
刑
事
政
策
教
育
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

イ　

弁
護
修
習

弁
護
修
習
で
は
、「
個
別
指
導
弁
護
士
の
下
で
、
法
律
相
談
や
法
廷
な
ど
に
立
ち
会
っ
た
り
、
様
々
な
法
律
文
書
を
起
案
し
て
講
評

を
受
け
た
り
、
弁
護
士
会
の
活
動
を
体
験
」
す
る
。
司
法
修
習
生
の
多
く
が
弁
護
士
と
な
る
現
実
を
考
え
る
と
、
弁
護
修
習
の
役
割
は

大
き
い
。
ま
た
、
分
野
別
実
務
修
習
後
の
選
択
型
実
務
修
習
に
お
い
て
、
弁
護
修
習
を
し
た
法
律
事
務
所
が
拠
点
（
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
）

と
な
る
な
ど
、
司
法
修
習
に
お
け
る
弁
護
修
習
の
占
め
る
割
合
は
大
き
い
。

他
方
で
、
司
法
修
習
生
の
受
け
入
れ
先
と
な
る
各
地
方
の
単
位
会
で
は
、
司
法
修
習
生
を
受
け
入
れ
る
配
属
先
事
務
所
の
確
保
に
窮

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
最
大
の
会
員
数
を
有
す
る
東
京
弁
護
士
会
で
も
、
新
し
い
司
法
修
習
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
時
期
か
ら
、

「
三
〇
〇
名
の
修
習
生
の
配
属
先
事
務
所
の
確
保
に
窮
す
る
」
と
い
う
状
況
に
あ
り
、「
地
方
会
で
は
、
実
働
弁
護
士
の
半
数
以
上
に

も
相
当
す
る
修
習
生
が
配
属
さ
れ
た
例
も
あ
る
」
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
指
導
す
る
弁
護
士
は
極
め
て
熱
心
に
司
法
修
習
生
を
指
導
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
司
法
修
習
生
の
数
の
増
加
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
態
勢
が
十
分
に
出
来
な
い
現
状
に
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
弁
護
修
習
で
刑
事
政
策
を
学
ぶ
機
会
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
さ
に
指
導
す
る

弁
護
士
の
刑
事
政
策
へ
の
理
解
に
よ
る
、
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
弁
護
修
習
は
、
取
り
扱
う
範
囲
が
極
め
て
広
範
で
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あ
る
。
弁
護
修
習
の
期
間
に
刑
事
政
策
の
知
識
や
技
法
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
、
き
ち
ん
と
刑
事
政
策
的
な
観
点
を
意
識
し
臨
む
必

要
が
あ
る
。

弁
護
修
習
中
、
ほ
と
ん
ど
の
司
法
修
習
生
が
何
ら
か
の
形
で
刑
事
弁
護
に
は
携
わ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
機
会
に
、
刑
事
政

策
的
な
観
点
か
ら
当
該
事
件
を
考
え
る
こ
と
は
、現
実
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
刑
事
政
策
の
知
識
や
技
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
多
く
の
修
習
生
が
、
被
疑
者
、
被
告
人
と
の
接
見
を
す
る
。
こ
の
際
に
、
単
に
、
公
訴
事
実
を
考
え
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

者
が
ど
の
よ
う
な
背
景
で
当
該
犯
罪
を
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
改
善
更
生
を
図
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
を
考
え
る

こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

問
題
は
、
こ
れ
ら
の
折
角
の
機
会
を
、
刑
事
政
策
的
な
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
弁
護
修
習
中
に

刑
事
政
策
的
な
観
点
を
学
ぶ
機
会
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
場
面
に
あ
た
っ
て
も
、
刑
事
政
策
の
ア
ン
テ
ナ

を
張
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
刑
事
政
策
の
知
識
や
技
法
を
身
に
付
け
な
い
ま
ま
、
修
習
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
司
法
修
習
生
自
身

が
刑
事
政
策
に
か
か
わ
る
修
習
の
機
会
が
な
い
か
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
り
、
そ
の
機
会
が
来
た
ら
積
極
的
に
知
識
や
技
法
を
身
に
付
け

る
、
と
い
う
姿
勢
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

ウ　

検
察
修
習

検
察
修
習
で
は
、「
実
際
の
犯
罪
事
件
に
つ
い
て
、
指
導
係
検
事
等
に
よ
る
指
導
の
下
、
証
拠
収
集
、
被
疑
者
や
参
考
人
に
対
す
る

取
調
べ
な
ど
の
捜
査
に
つ
い
て
学
び
、
体
験
し
、
起
訴
・
不
起
訴
の
処
分
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
り
、
検
察
官
の
公
判
立
会
を
傍
聴
」

な
ど
を
す
る
。
ま
た
、
刑
務
所
・
少
年
院
参
観
の
機
会
も
設
け
ら
れ
、
検
視
に
立
ち
会
う
場
合
も
あ
る
。
こ
の
検
察
修
習
の
主
眼
は
、

事
実
認
定
能
力
、
定
立
し
た
規
範
に
認
定
し
た
事
実
を
あ
て
は
め
る
能
力
さ
ら
に
刑
事
手
続
法
に
関
す
る
実
践
的
な
知
識
の
習
得
、
に
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置
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
能
力
習
得
の
前
提
と
し
て
、
刑
事
政
策
の
知
識
や
技
法
は
必
須
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
検
察
修
習
で
は
、
他
の
修
習
以
上

に
、
取
調
べ
等
を
通
じ
て
被
疑
者
や
被
告
人
さ
ら
に
は
被
害
者
に
直
接
に
接
す
る
機
会
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
機
会
に
お
い
て
、
刑
事
政

策
に
関
す
る
知
識
や
技
法
の
習
得
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
刑
事
政
策
に
関
す
る
知
識
や
技
法
の
習
得
が
で
き
る
か
否
か
は
、
修
習
生
自
身
が
刑
事
政
策
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
こ
と

が
出
来
る
か
、
と
い
う
点
と
大
き
く
関
わ
る
の
は
弁
護
修
習
と
同
様
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
重
要
な
の
が
、
修
習
を
担
当
す
る
検
察
官

の
刑
事
政
策
に
関
す
る
力
量
で
あ
る
。
法
科
大
学
院
で
刑
事
政
策
の
授
業
を
積
極
的
に
受
講
す
る
な
ど
し
な
い
限
り
、
刑
事
政
策
の
ア

ン
テ
ナ
を
張
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
日
々
、
刑
事
実
務
に
接
し
て
い
る
検
察
官
が
、
司
法
修
習
生
に
刑
事
政
策
の
視
点

を
教
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
検
察
官
の
専
門
性
を
活
か
し
た
教
育
は
、
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
近
年
、
最
高
検
に
刑
事
政
策
推
進
室
が
創
設
さ
れ
、
特
に
、
児
童
虐
待
対
策
、
再
犯
防
止
、
被
害
者
保
護
の
分
野
で
注
目
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
刑
事
政
策
推
進
室
と
修
習
担
当
検
察
官
等
が
連
絡
を
取
り
、
刑
事
政
策
に
関
す
る
情
報
を
学
び
、
司
法
修
習
生

へ
の
教
育
を
進
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

エ　

刑
事
裁
判
修
習

一
般
に
裁
判
修
習
は
、「
法
廷
を
傍
聴
し
て
裁
判
官
の
訴
訟
指
揮
を
間
近
で
体
験
し
た
り
、
係
属
中
の
事
件
の
記
録
や
法
廷
で
の
や

り
取
り
を
検
討
し
て
、
裁
判
官
と
判
決
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
り
、
そ
の
事
件
に
お
け
る
事
実
上
又
は
法
律
上
の
問
題
点

に
つ
い
て
の
検
討
結
果
を
裁
判
官
に
文
書
で
報
告
し
て
、
そ
の
講
評
を
受
け
」
る
な
ど
を
行
う
。
そ
の
上
で
、
刑
事
裁
判
修
習
と
民
事

裁
判
修
習
と
に
分
か
れ
る
。
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刑
事
裁
判
修
習
で
は
、「
法
廷
に
限
ら
れ
な
い
幅
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
法
律
実
務
家
に
共
通
し
て
必
要
と
さ
れ
る
基
本
的
か
つ
汎

用
的
な
能
力
の
習
得
」
の
観
点
か
ら
、
事
実
認
定
に
関
す
る
基
本
的
能
力
と
訴
訟
手
続
に
関
す
る
基
本
的
能
力
の
二
つ
の
習
得
が
柱
と

な
る
。
こ
れ
ら
の
基
本
的
能
力
の
習
得
の
前
提
と
し
て
、
刑
事
政
策
の
知
識
や
技
法
の
習
得
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
裁
判
員
裁
判

が
導
入
さ
れ
、
量
刑
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
の
矯
正
や
保
護
を
考
え
る
こ
と
は
、
今
日
の
刑
事
裁
判
に
お
い
て
は
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

医
療
観
察
対
象
事
件
や
、
平
成
二
八
年
六
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
刑
の
一
部
執
行
猶
予
（「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成

二
五
年
法
律
第
四
九
号
）
お
よ
び
「
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
二
五

年
法
律
第
五
〇
号
））、
な
ど
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、
刑
事
政
策
の
知
識
や
技
法
を
高
め
る
必
要
性
は
ま
す
ま
す
増
え
る
。
ま
た
、
裁

判
修
習
で
は
、
積
極
的
に
裁
判
官
と
の
合
議
が
さ
れ
る
こ
と
が
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
際
に
、
司
法
修
習
生
が
裁
判
官
か

ら
刑
事
政
策
的
な
視
点
を
受
け
る
こ
と
で
、
刑
事
事
件
そ
れ
自
体
の
見
え
方
も
変
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

刑
事
裁
判
に
お
い
て
も
、
弁
護
修
習
や
検
察
修
習
同
様
、
司
法
修
習
生
自
身
が
刑
事
政
策
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
か
ど
う
か
、
に
よ
り

刑
事
政
策
の
知
識
や
技
法
の
習
得
が
全
く
異
な
る
。
と
す
る
と
、
刑
事
裁
判
修
習
に
お
い
て
も
、
先
ず
は
裁
判
官
自
身
が
、
刑
事
政
策

的
な
視
点
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
司
法
修
習
生
が
刑
事
政
策
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
教
育
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

私
が
修
習
を
し
た
当
時
、
裁
判
員
裁
判
導
入
直
前
の
時
期
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
制
度
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

公
判
前
整
理
手
続
を
丁
寧
に
進
め
る
な
ど
、
新
し
い
時
代
の
到
来
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ご
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
裁
判
長
に
恵

ま
れ
、
裁
判
官
と
の
合
議
等
か
ら
、
多
く
の
刑
事
政
策
的
な
観
点
を
学
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
司
法
修
習
生
が
得
る
こ
と
が
出
来

る
た
め
に
も
、
裁
判
官
自
身
が
刑
事
政
策
の
知
識
や
技
法
の
重
要
性
を
司
法
修
習
生
に
伝
え
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

（
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⑶　

選
択
型
実
務
修
習

ア　

は
じ
め
に

選
択
型
実
務
修
習
は
、「
司
法
修
習
生
が
、
分
野
別
実
務
修
習
の
四
分
野
を
一
通
り
修
習
し
た
後
に
、
自
ら
の
進
路
や
興
味
、
関
心

に
応
じ
て
、
主
体
的
に
選
択
、
設
計
す
る
こ
と
に
よ
り
、
分
野
別
実
務
修
習
の
成
果
の
深
化
と
補
完
を
図
り
、
又
は
分
野
別
実
務
修
習

の
過
程
で
は
体
験
で
き
な
い
領
域
に
お
け
る
実
務
修
習
を
す
る
た
め
の
課
程
」
と
さ
れ
、
新
司
法
修
習
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
弁
護
修

習
中
の
法
律
事
務
所
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
と
し
つ
つ
、
修
習
地
ご
と
に
提
供
さ
れ
る
個
別
修
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
全
国
の
司
法
修
習
生
を

対
象
と
し
た
全
国
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
そ
し
て
自
ら
修
習
場
所
を
開
拓
す
る
自
己
開
拓
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
以
下
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

イ　

個
別
修
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

個
別
修
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例
と
し
て
は
、
①
裁
判
所
が
提
供
す
る
も
の
、
②
検
察
庁
が
提
供
す
る
も
の
、
そ
し
て
③
弁
護
士
会
が
提

供
す
る
も
の
が
あ
る
。
提
供
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
各
地
域
に
よ
り
異
な
る
が
、
概
ね
以
下
の
よ
う
な
内
容
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
①

裁
判
所
が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
特
殊
事
件
部
に
関
す
る
も
の
（
行
政
、
破
産
再
生
、
執
行
な
ど
）、
民
事
・
刑
事
通
常
部
に

関
す
る
も
の
、
②
検
察
庁
提
供
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
検
察
関
連
機
関
見
学
、
捜
査
や
公
判
補
完
、
③
弁
護
士
会
提
供
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
消
費
者
問
題
、
人
権
問
題
、
企
業
法
務
部
体
験
、
子
ど
も
の
権
利
関
連
事
件
、
な
ど
が
あ
る
。

ウ　

全
国
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
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全
国
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
知
的
財
産
権
訴
訟
専
門
部
、
法
務
行
政
、
弁
護
士
事
務
所
（
東
京
・
大
阪
に
あ
る
特
殊
弁
護
士
事
務

所
、
法
テ
ラ
ス
事
務
所
、
国
際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
U
N
H
C
R
）、
国
際
労
働
（
I
L
O
等
）、

な
ど
が
あ
る
。

エ　

自
己
開
拓
プ
ロ
グ
ラ
ム

さ
ら
に
、
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
い
ず
れ
も
予
め
与
え
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
自
ら
が
修
習

場
所
を
開
拓
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
す
る
、
自
己
開
拓
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
修
習
先
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
公
官
庁
及
び
そ
の
他
関

係
機
関
（
各
省
庁
、
県
庁
・
市
役
所
、
警
察
署
、
児
童
相
談
所
な
ど
）、
民
間
企
業
等
（
一
般
企
業
法
務
部
、
新
聞
社
・
放
送
局
、
労

働
組
合
、
私
立
中
学
・
高
等
学
校
な
ど
）、
公
益
法
人
（
犯
罪
被
害
者
支
援
、
男
女
共
同
参
画
な
ど
）、
隣
接
法
律
職
種
な
ど
が
あ
る
。

オ　

選
択
型
実
務
修
習
で
の
刑
事
政
策
教
育
の
可
能
性

以
上
の
選
択
型
実
務
修
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
、
修
習
す
る
内
容
が
非
常
に
広
範
に
わ
た
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
中
に
、
刑
事
政
策
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
も
幾
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、
個
別
修
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
、
検
察
庁
提
供
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
の
検
察
関
連
機
関
見
学
は
刑
事
政
策
に
関
連
す
る
施
設
を
広
く
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
弁
護
士
会
提
供
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
も
、
例
え
ば
東
京
弁
護
士
会
で
は
、
子
ど
も
の
人
権
、
犯
罪
被
害
者
の
心
理
と
支
援
、
刑
事
弁
護
、
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
刑
事
政
策
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
全
国
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
法
務
行
政
は
法
務
省
の
各
局
の
状
況
に

つ
い
て
修
習
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
己
開
拓
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
例
え
ば
刑
事
施
設
等
と
自
ら
交
渉
し
修
習
生
と
し

て
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
深
く
刑
事
政
策
に
関
す
る
修
習
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
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カ　

自
ら
の
経
験
と
今
後
の
課
題

選
択
型
実
務
修
習
に
つ
い
て
少
し
自
ら
の
経
験
を
振
り
返
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
全
国
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
法
務
行
政
に
行
か
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、
局
付
き
検
事
に
よ
り
、
各
局
の
状
況
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
特
に
矯
正
局
や
保
護
局
な
ど
の
説
明
は
刑

事
政
策
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
法
務
総
合
研
究
所
の
視
察
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
際
に
例
え
ば
犯
罪
白
書
の
作
成
過
程

等
に
つ
い
て
も
丁
寧
な
説
明
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
は
刑
事
政
策
を
推
進
し
て
い
る
法
務
省
を
知
る
大
変
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
自
己
開
拓
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
保
護
観
察
所
と
少
年
院
の
二
か
所
で
、
修
習
の
受
け
入
れ
の
許
可
を
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
一
週

間
ず
つ
修
習
を
し
た
。
保
護
観
察
所
で
は
、
詳
細
に
保
護
観
察
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
少
年
院
で
は
少
年
の
改
善
更
生

す
る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
こ
の
二
週
間
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
極
め
て
貴
重
な
内
容
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
実
務
家
・
研
究
者
と

な
っ
た
今
で
も
、
こ
れ
ら
の
経
験
は
非
常
に
役
立
っ
て
い
る
。

司
法
修
習
委
員
会
委
員
長
談
話
「
選
択
型
実
務
修
習
の
現
状
と
課
題
」（
平
成
二
二
年
九
月
二
七
日
付
け
）
で
は
、
選
択
型
実
務
修

習
で
は
、「
司
法
修
習
生
の
主
体
的
か
つ
積
極
的
な
取
組
を
更
に
促
進
す
べ
く
、
そ
の
一
層
の
充
実
・
発
展
が
図
ら
れ
る
べ
き
」
と
さ

れ
る
。
こ
れ
は
特
に
刑
事
政
策
に
関
連
す
る
修
習
に
当
て
は
ま
る
。
選
択
型
実
務
修
習
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
刑
事
政
策
に
関

す
る
知
識
及
び
技
法
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

４　

お
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
司
法
修
習
中
に
刑
事
政
策
を
学
ぶ
機
会
は
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
機
会
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
広
く

そ
し
て
深
く
刑
事
政
策
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
よ
い
。
も
っ
と
も
、
司
法
修
習
を
経
験
し
た
者
に
、
司
法
修
習
中
に
刑
事
政
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策
を
学
ん
だ
か
、
と
聞
い
て
も
、
か
な
り
個
人
差
が
あ
り
、
肯
定
的
な
回
答
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
司

法
修
習
中
に
刑
事
政
策
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
い
か
に
、
刑
事
政
策
の
ア
ン
テ

ナ
を
司
法
修
習
生
が
張
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
が
重
要
と
な
る
。

そ
の
第
一
の
機
会
は
、
法
科
大
学
院
在
学
中
の
刑
事
政
策
関
連
科
目
の
受
講
で
あ
る
。
法
科
大
学
院
で
刑
事
政
策
を
教
え
て
い
る
私

個
人
の
経
験
か
ら
は
、
一
般
に
刑
事
政
策
を
受
講
す
る
学
生
は
熱
心
に
受
講
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
法
科
大
学
院
で
刑
事
政
策
の
授

業
を
受
け
れ
ば
、
そ
の
後
の
司
法
修
習
中
も
刑
事
政
策
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
こ
と
が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
機
会
の
な
か
っ
た
多
数
派
を
占
め
る
司
法
修
習
生
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
司
法
修
習
生
に
と
っ
て
は
、

ど
こ
か
の
機
会
で
、
刑
事
政
策
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
た
め
の
意
識
づ
け
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
識
づ
け
は
、

な
か
な
か
自
ら
行
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
重
要
な
の
は
、
司
法
修
習
生
を
担
当
す
る
弁
護
士
・
検
察
官
及
び
裁
判
官
、

あ
る
い
は
研
修
所
の
教
官
が
、
法
曹
に
と
っ
て
刑
事
政
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
が
認
識
し
、
そ
れ
を
司
法
修
習
生
に
伝
え
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
導
を
受
け
た
司
法
修
習
生
は
、
様
々
な
機
会
に
、
刑
事
政
策
を
学
ぶ
機
会
を
自
ら
作
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（
１
）　

以
下
は
、
刑
事
政
策
（
犯
罪
学
）
を
ま
と
め
て
「
刑
事
政
策
」
と
表
記
す
る
。

（
２
）　

行
政
法
も
旧
司
法
試
験
で
は
法
律
選
択
科
目
で
あ
っ
た
が
、司
法
試
験
に
な
り
公
法
系
科
目
の
一
つ
と
な
っ
た（
司
法
試
験
法
三
条
一
項
一
号
）。

（
３
）　

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
司
法
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
」
参
照
（http://w

w
w

.m
oj.go.jp/jinji/shihoushiken/jinji08_00126.htm

l

）。

（
４
）　

安
部
哲
夫
教
授
は
、「
法
曹
実
務
家
の
教
育
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
科
学
が
汲
み
あ
げ
た
成
果
と
英
知
を
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。し
か
し
、我
が
国
の
現
状
は
そ
の
期
待
に
応
じ
て
い
な
い
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、刑
事
司
法
教
育
に
お
い
て
一
画
を
占
め
て
い
た「
刑

事
政
策
（
犯
罪
学
）」
の
位
置
が
危
う
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
法
学
部
や
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
教
育
か
ら
、「
刑
事
政
策
（
犯
罪
学
）」
が

消
え
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。」「
こ
の
現
状
は
、
法
曹
実
務
家
の
登
竜
門
と
し
て
の
司
法
試
験
科
目
か
ら
、「
刑
事
政
策
」
が
排
除
さ
れ
た
こ
と
に

71

司法修習における刑事政策（犯罪学） 教育の可能性（齋藤）

― ―



直
接
の
原
因
が
あ
る
」
と
さ
れ
る
（
安
部
哲
夫
「
特
集
『
刑
事
司
法
教
育
に
お
け
る
犯
罪
学
の
位
置
』
企
画
趣
旨
」
犯
罪
学
雑
誌V

ol.81 N
o.6

（
二
〇
一
五
年
）
一
五
七
頁
。

（
５
）　

安
部
哲
夫
「
犯
罪
学
と
教
育
」
犯
罪
学
雑
誌V

ol.81 N
o.3

（
二
〇
一
五
年
）
六
九
・
七
〇
頁
。
諸
外
国
で
も
同
様
の
状
況
の
国
が
少
な
く
な

い
（
イ
ギ
リ
ス
の
例
と
し
て
、
守
山
正
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
犯
罪
学
・
刑
事
司
法
教
育
と
法
曹
養
成
」
犯
罪
学
雑
誌V

ol.81 N
o.6

（
二
〇
一
五

年
）
一
七
四
～
一
八
〇
頁
。
香
港
の
例
と
し
て
、Philip S. BEH

「
香
港
に
お
け
る
法
制
度
の
た
め
の
犯
罪
学
教
育
」
同
七
二
・
七
三
頁
。
他
方
で
、

ド
イ
ツ
で
は
、
第
一
次
司
法
試
験
の
重
点
領
域
科
目
に
犯
罪
学
を
入
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
神
馬
幸
一
「
ド
イ
ツ
の
犯
罪
学
に
お
け
る
近
時

の
研
究
指
導
体
制
と
教
育
状
況
（
二
・
完
）」
獨
協
法
学
九
九
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
～
三
八
頁
。）

（
６
）　

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
（http://w

w
w

.m
ext.go.jp/a_m

enu/koutou/houka/1366374.htm

）。

（
７
）　

刑
事
政
策
に
関
す
る
教
育
は
、
法
曹
養
成
課
程
に
は
限
ら
れ
ず
、
法
曹
に
な
っ
た
後
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。T

hom
as L.SCH

IM
ID

は

「
法
関
係
機
関
が
犯
罪
と
累
犯
を
減
ら
し
た
い
と
真
剣
に
望
む
な
ら
、
法
律
家
に
犯
罪
政
策
と
犯
罪
学
を
教
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
」（「
犯
罪
学
の
法
律
専
門
家
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
―
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
展
望
―
」
犯
罪
学
雑
誌V

ol.81 N
o.3

（
二
〇
一
五
年
）
七
一
頁
）

と
す
る
。

（
８
）　

裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
（http://w

w
w

.courts.go.jp/saikosai/sihokensyujo/sihosyusyu/

）。

（
９
）　

笠
井
之
彦
「
司
法
修
習
の
到
達
点
と
今
後
の
展
望
」Law

 School 

研
究N

o.19

（
二
〇
一
二
年
）
四
二
頁
。

（
10
）　

分
野
別
実
務
修
習
は
合
計
八
か
月
、
民
事
裁
判
（
二
か
月
）、
刑
事
裁
判
（
同
）、
検
察
（
同
）
及
び
弁
護
（
同
）
が
行
わ
れ
る
。
司
法
修
習
生
は
、

修
習
地
ご
と
に
四
班
に
分
か
れ
、
各
ク
ー
ル
を
入
れ
替
わ
り
で
修
習
す
る
。

（
11
）　

A
班
は
東
京
お
よ
び
大
阪
並
び
に
そ
の
周
辺
の
修
習
地
を
指
し
、
B
班
は
A
範
囲
外
の
修
習
地
を
指
す
。

（
12
）　

裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.courts.go.jp/saikosai/sihokensyujo/sihosyusyu/sin_sihosyusyu/

）

（
13
）　

前
掲
注
（
8
）

（
14
）　

前
掲
注
（
8
）。
ま
た
、
刑
事
弁
護
教
官
か
ら
見
た
司
法
修
習
に
つ
い
て
、
大
木
孝
『
和
光
だ
よ
り　

刑
事
弁
護
教
官
奮
闘
記
』（
現
代
人
文
社
、

二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
15
）　

第
一
三
回
法
曹
養
成
制
度
改
革
顧
問
会
議
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
〇
日
開
催
）
に
お
い
て
、
導
入
修
習
日
程
予
定
表
が
配
布
さ
れ
て
い
る

（http://w
w

w
.cas.go.jp/jp/seisaku/hoso_kaikaku/dai13/siryou6_2.pdf

）。
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（
16
）　

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
「
司
法
修
習
の
充
実
等
に
向
け
た
検
討
の
状
況
に
つ
い
て
」http://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/hoso_kaikaku/
dai13/siryou6_1.pdf

（
17
）　

例
え
ば
、
藤
原
浩
「
司
法
修
習
と
修
習
生
の
現
状
」LIBRA

 V
ol.8 N

o.7

（2008

） 

こ
こ
で
は
「
法
科
大
学
院
で
の
実
務
教
育
の
内
容
に
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
導
入
的
研
修
も
な
い
ま
ま
、
効
果
的
な
実
務
修
習
が
で
き
る
の
か
と
危
惧
す
る
声
も
多
い
」
と
し
て
い
る
。

（
18
）　

産
経
ニ
ュ
ー
ス
二
〇
一
五
年
九
月
一
一
日
は
「
新
司
法
試
験
移
行
で
短
期
化
し
、
全
体
修
習
よ
り
も
各
地
で
の
実
務
修
習
に
重
点
を
置
い
て
き

た
司
法
修
習
の
原
点
回
帰
と
も
い
え
る
が
、
背
景
と
し
て
法
科
大
学
院
の
指
導
力
不
足
を
指
摘
す
る
声
が
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。http://w

w
w

.
sankei.com

/prem
ium

/new
s/150911/prm

1509110003-n1.htm
l

（
19
）　

前
掲
注
（
8
）

（
20
）　

前
掲
注
（
17
）

（
21
）　

前
掲
注
（
8
）

（
22
）　

石
井
隆
「
検
察
修
習
の
実
際
と
今
後
の
展
望
」Law

 School 

研
究N

o.19

（
二
〇
一
二
年
）
五
七
頁
。

（
23
）　

前
掲
注
（
8
）

（
24
）　

秋
吉
淳
一
郎
「
新
し
い
制
度
を
踏
ま
え
た
刑
事
裁
判
教
育
と
刑
事
系
三
教
官
室
の
連
携
」Law

 School 

研
究N

o.19

（
二
〇
一
二
年
）
五
四
頁
。

（
25
）　

前
掲
注
（
8
）

（
26
）　

前
掲
注
（
17
）

（
27
）　

司
法
修
習
委
員
会
高
橋
宏
志
委
員
長
（
当
時
）
の
談
話
（http://w

w
w

.courts.go.jp/saikosai/about/iinkai/sihousyusyu/10_09_27_
s-entakugata_kadai.htm

l

）。
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